
共通基盤教育 ［カリキュラムツリー］

導入系　大学4年間で主体的に学ぶために必
要な基本的な方法（論理的な思考方法、文章
の読み方、レポートの書き方、ICT技術の活
用等）を身につけるようになる。

倫理系　現代社会および地球環境の視点から
技術者や専門家の役割を理解し、必要な倫理
観を身につけるようになる。

数理情報系　身の回りの数学を学び、必要な数量
的スキルと物事を整理し考える方法を身につけ
る。また、さまざまな科学技術や自然現象に興味
をもち、自然科学に基づいた論理的思考方法も身
につける。更に多様な情報を収集・分析して適正
に判断し、モラルに則って効果的に活用すること
ができ、ICTスキルを身につけるようになる。

キャリア系　学習目標の設定、職業観の形
成、自己能力の開発、企業での職業体験等を
行うことによって、4年間で体系的に自己
キャリアを形成できるようになる。

健康・スポーツ系　健康と身体に関する基礎
的知識を理解でき、自らの健康に気づき、改
善しようとする実践力を高める。また豊富な
スポーツ活動により、青年期の健康維持をは
かるようになる。

言語応用系　会話、読解、作文、プレゼン
テーション、専門英語を特化した学習を通じ
て、より高度な、実践的な英語と日本語によ
るコミュニケーション能力を身につけるよう
になる。

英語基礎系　語彙の正しい使い方や発音がで
き、英文の文法を修得し、基礎英文の意味が
理解でき、簡単な英文が作成でき、英語によ
るコミュニケーションの基礎力を身につける
ようになる。

人文社会系　各自の関心あるテーマを入口と
しながら豊富な事例を通じて学ぶことで、人
文・社会系の一般教養に関する幅広く総合的
な知識を修得するとともに、文化・歴史の多
様性や現代社会の多層構造を理解し、国際社
会や日本社会の今日的事象について多角的に
考え、総合的に判断できるようになる。

2

暮らしの経済2
日本国憲法 2
日本近現代史2

ヨーロッパの歴史と文化2
アジアの文化と社会2

健康・スポーツ科学実習Ⅱ 1

健康・スポーツ科学実習Ⅰ 1

レクレーションスポーツ1

英語Ⅱ　1

日本語表現技術2

総合英語演習

英語Ⅰ　1

英会話Ⅰ　1 英会話Ⅱ　1

キャリア設計　1

情報リテラシー2

身の回り　　　　　　　　　

キャリア開発　2

英語Ⅲ　1

英語Ⅳ　1

英語　　　　　　　　　

プレゼンテー　　　　　　　　

実感する科学　　　　　　　　　

少子高齢化と社会問題2
マスメディア論2
宗教と倫理2
比較文化論2
芸 術 論 2

スタディスキル1

現代社会講座 2

科目群の学習・教育目標
1 年 次

前　　期後　　期前　　期

Kanagawa Institute of Technology10

年 次

情報社会と情報倫理2
技術者倫理2
生命倫理 2

人文社会科学演習2

生涯スポーツ実技 1

学外スポーツ 1

英語Ⅵ　1

TOEICⅠ　1

TOEICⅡ　1

技術文章の書き方2

インターンシップ 2

　　　　　　    の数学2

科学技術英語Ⅰ 1 科学技術英語Ⅱ 1

　　　　　　　 Ⅴ　1

　　　　　　　　ション技術2

　　　　　　　 Ⅰ・Ⅱ　各2

哲 学 2
倫 理 学 2

文 学 2 心 理 学 2
教 育 学 2

政 治 学 2
経 済 学 2

法 学 2 企業と経営2
社 会 学 2

社会参加とボランティア2
国際化と異文化理解2
現代社会の心理学2
環 境 論 2

4 年 次3 年 次

後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期
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工学部　応用化学科 ［総合化学エンジニアコース・カリキュラムツリー①］CJ

自然科学に関する知
識とその応用力を身
につける。

応用化学および化学
工学の基礎に関する
知識を身につける。

コンピュータ利用に
関する知識とその応
用力を身につける。

基礎学力の重視　
応用化学系の専門
基礎科目を特に重
視し、自然科学系
学科目と融合し
て、化学のどの専
門分野にも対応で
きる応用の効く基
礎学力を身につけ
る。

一つの専門分野をよ
り深く探求する。

応用力の習得
基礎学力の上に
立ってその専門科
目をより深く理解
することができ
る。これによっ
て、将来化学のど
の分野にも対応で
きる応用力、デザ
イン能力を身につ
ける。

目標設定能力、目的意識の明確化
生涯学習を続ける習慣を身につけることを
目標に、重点的に取り組む専門分野を各自に
定め、自発的な動機および明確な目標を持っ
て自ら工夫しながら積極的に学問する事が
できる。

2

卒業研究体験実習1

微分積分学Ⅰ-c, d 3 線形代数学Ⅰ-a(2)

基礎力学Ⅰ-a 2 基礎力学Ⅱ-a 2 基礎電磁気学Ⅰ-a 2

基礎化学Ⅰ-b, d 2, 3 基礎化学Ⅱ-b, d 2, 3

化学基礎演習 1

非金属元素の化学2

基礎有機化学2

分析化学 2

金属元素の化学2

有機官能基の化学2

物理化学基礎2

情報リテラシー1 合成化学実験ユニット
プログラムＪ 4

科目群の学習・教育目標
1 年 次

前　　期後　　期前　　期

非金属元素の化学2

基礎有機化学2

分析化学 2

金属元素の化学2

有機官能基の化学2

Kanagawa Institute of Technology68

次ページにつづく

年 次

有機反応化学２

高分子化学２ セラミックテクノロジー２

大気・水質環境２

環境保全・エコロジー２

バイオプロセス化学２

医薬品合成化学２

卒業研究Ｊ 6

環境化学計測２

化学プラント工学２

化学反応工学２

医薬・有機合成入門 ２

生体物質化学

エネルギー化学入門 ２ エネルギーシステム
デザイン２

確率統計２

基礎電磁気学Ⅱ-a 2
物理・化学ユニット
プログラム3

溶液の性質と熱力学2

コンピュータ
技術の応用2

応用化学実験Ｊ2

生物化学実験1

化学工学基礎2 化学技術と分離操作2 流体とエネルギー2

溶液の性質と熱力学2

物理化学実験ユニット
プログラムＪ 4

4 年 次3 年 次

後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択

総合化学概論2 総合物理学概論2

環境化学・環境生物 2
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自然界の諸現象をつぶさに観察
し、かつ、身の回りの科学的現
象を実験的に確認し、自主テー
マに取り組み、これらの事象を
考察する事ができる。

2

環境化学実験2卒業研究体験実習1

地球的視野から物事を
捉えつつ、専門的視点
から様々な科学現象を
観察・理解し新たな視
点を考案する事ができ
る。

共通基盤教育科目群                         

合成化学実験ユニット
プログラムＪ 4

自然現象を科学者の目で
見る習慣の習得：自然現
象を種々の角度から見る
目、常に新しい視点を求
めることは、これを工学
的に応用するための素養
として不可欠である。自
然現象に対する新しい視
点の創生を促すととも
に、環境保全の心を育
み、合わせて発表能力を
向上させる。

技術者としての社会的
責任、倫理観の確立：
技術者として自立するた
めに、物質中心の思想か
ら脱却し、科学とその技
術が社会や自然環境にお
よぼす影響について事前
に評価し、恒常的に配慮
する倫理観を培う。ま
た、教養を身につけ、人
間としての正しい生き方
を常に模索し、社会人と
して必要な協調性、他者
を思いやる心なども併せ
て培う。

コミュニケーション
能力の修得

目的達成能力、問題発
見・解決能力の修得：
設定された目標を計画
的に達成する能力、優
れた感性とデザイン能
力などの総合的能力を
修得する。

科学・技術と社会、自
然環境に関する倫理観
を学び、それらを実社
会に適応できる。

共通基盤教育科目群                         

設定された目標を計画
的に達成する能力、優
れた感性とデザイン能
力などの総合的能力を
修得する。

チームとして働く習
慣の修得

多様な人々とともに協力し
ながら課題をこなすことが
できる。チームとして必要
な相手の立場、文化、背景
を理解し、信頼関係を築く
ことができる。

合成化学実験ユニット
プログラムＪ 4環境化学実験2

社会人に必要な素養およ
び協調性を身につけ、実
践できる。

共通基盤教育科目群                         

共通基盤教育科目群                         

文章表現力、読解力の
高揚：論説的な文章の
読み方や報告書の書き
方に精通し、各種実験
の報告書の作成をする
ことができる。

環境化学実験2 合成化学実験ユニット
プログラムＪ 4

討論・報告・口頭発表
を行うことができ、図
表による正しい表現方
法を工夫できる。

卒業研究体験実習1 環境化学実験2

英語力：語学科目で基礎
を培うとともに、その後
の専門書の英文の講読お
よび英語文献の読解がで
きるようになる。

共通基盤教育科目群　英語基礎系科目、言語応用系科目9

科目群の学習・教育目標
1 年 次

前　　期後　　期前　　期

工学部　応用化学科 ［総合化学エンジニアコース・カリキュラムツリー②］CJ

Kanagawa Institute of Technology70

年 次

生物化学実験1 総合化学ゼミ1

卒業研究Ｊ 6

卒業研究Ｊ 6

                        人文社会系科目8

環 境 論 2 機器分析ユニット
プログラム4

物理化学実験ユニット
プログラムＪ 4

                        人文社会系科目8

環 境 論 2 技術者倫理2

エンジニアリング・デザインと
生物模倣技術

物理化学実験ユニット
プログラムＪ 4

生物化学実験1

応用化学実験Ｊ 2

応用化学実験Ｊ 2

                        人文社会系科目8

                        健康・スポーツ系科目1

応用化学実験Ｊ 2 総合化学ゼミ1機器分析ユニット
プログラム4

物理化学実験ユニット
プログラムＪ 4

生物化学実験1 卒業研究Ｊ 6

応用化学実験Ｊ 2

機器分析ユニット
プログラム4 総合化学ゼミ1

4 年 次3 年 次

後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択

エンジニアリング・デザインと
生物模倣技術

物理化学実験ユニット
プログラムＪ 4
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